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＜正答例＞

〔2〕(1)

(2)

－8 64	－コ サシ	 ス

セ ①

問題全体の出題のねらい
与えられた条件下で三角形が複数できる場合について，二次方程式の解の存在範囲に着目する方

法と，図形的に捉える方法の二つの方針により考察する場面を設定し，両者の考え方を比較・評価し
たり，三角比の知識と結びつけ，その考え方を広げたり深めたりする力を問うた。

なお，本問題は，他者の考えを理解したり，自分の考えと比較 ・ 評価するなどの言語活動場面での
ねらいも視野に入れて作問した。

モデル問題例３



30

＜正答例＞

〔2〕(3) ソ ⓪

(4) い 0＜b＜a sin θ のとき 0 通り
b= a sin θ ，b≧a のとき 1 通り
a sin θ ＜b＜a のとき 2 通り
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